
【すべての教職員が連携・協働し、目指す子供たちの姿を思い描く】実践例

小学校、中学校の教員と児童生徒で、共に作り上げる合志楓の森ルーブリック
作成の取組

～合志市立合志楓の森小学校・合志楓の森中学校～

学校教育目標をもとに、児童生徒に身に付けさせたい力を全教職員で考え、目指す３つの力を設定し

た。小中学校９年間でどのような児童生徒を育てるのか、児童生徒の意見も反映し、その具体像をルー

ブリックという形で共有している。

学校教育目標を具現化するために、児童生徒に身に付けさせたい力を３つに整理（やり
ぬく力・伝える力・協働する力）し、小中学校の全教職員で共通理解を図る取組を行って
います。
小中合同の校内研修においては、学習面・生活面の両面から９年間を見通し、児童生徒

の目指す姿（具体像）をルーブリックにまとめました。
また、小学校の企画委員会、中学校の代議委員会においても、小学６年生、中学３年生

で目指す自分たちの姿を検討し、児童生徒の言葉がルーブリックに反映できるようにして
います。
さらに、１２月の職員・児童生徒アンケートを基に評価・改善を図り、資質・能力の確

かな育成につなげています。

第２章

①９年間で育成を目指す
資質・能力の洗い出し

②小中教職員による共通理解
③ルーブリックの作成（｢やりぬく力｣編）
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